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しようとしながら、その把握に失敗し、或る＜…ーがある＞ (un i ya）のうちでしかそれ
を成しとげられないようなぶれをともなった再帰関係〔le詑自白hien bouge）であることが












































































「感じる aisthanesthaiJ，「自身を洗う、入浴する louesthaiJ,I自分（の顔）を洗う nizestha1」，
「現象する phainesthaiJ，「生成する phyesthaiJ，「生じる ginesthaiJ，「出来る dynesthaiJ, 




「経験する expeririJ，「生起する oririJ，「生まれる nasciJ，「死ぬ moriJ'r努力する conariJ,
「受苦する patiJ，「省察する meditariJ，「考える opinari」，「判断する reri」，「思う・判
断する arbitrariJ，「驚嘆する mirari」，「恐れる vereriJ，「怒る irasc1」，「忘却する oblivisci」，
「想起する reminisciJ，「模倣する imitariJ，「享受する企uiJ，「見える videri」，「崇拝
する venerariJ，「言う fariJ，「話す loquiJ，「告白する confiteriJ，「遂行する operari」，
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究j （春秋社、 1999）、森脇善明 Iメルロ＝ポンテイ哲学研究一知覚の現象学から肉の存在
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